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共働きに関する衛生 学的研究
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広島，Ulj'lの保育問， iJJ ff副長1. ，;r24 [剖の令:[主|児及び(米品自を対象に質/:11紙によるJ司丘~y.を行ない.

共働きのイi無により検討し以ドの結果を得た

1 ) ・却の年長児を対象 とした MN式発注スクリーニンクーによる結果から. *，竹'11)CJ全において. 

.Jr 共働き併か良好てあり ，運動発述におL、てはr，f，j昨に村/;皇は認められなか った司 . h1"1:陥 I;~断 lえ

ひ、1111研式両親態度診断倹fiでは，慨 して共働き昨か良好てあった

2 )保f:J及び保護自による観察チェックでは， ~j主mびにおいて， .J/'共同d!町は比例dnrとltベ，

~述とよく遊びかっ:ナんかや泣くことが少なか 〉た

:3 )ライフスタイルについては，数日t化.f!RJ命第11mのれ'j民より， '¥'IJ別に|泊j也カ‘人ーをレと行えられる

項 /1は，生日リズム， 'rr. fX~ 数， 近隣の友人関係などてあった 共働き灯の rUI、は.此山は必 く t~

はは'1'，く，兄弟数は少なく，また近隣の遊びふ.J主は少ない傾向にあ-)た

4 )以仁より精神発注には親 f関係 と共に j'(Jt/，ij1:のn山なjQtびか'I(叫たと思われるが， JU助主 !ry

の rfJHこ{-供[.iJ上の(j山な遊びをりーえるffltl人(，'-;1えび社会的，f.~， Jflk と対策か必叫てあると宅計 0~ lJ_

Key words : 共働き，幼児の発達，守二)fi~引rt.斜l r関係
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近年， I動くv:性の書IJfr は J~/JII傾向にある II{{和62年

の !J:r労働))人 11は2.429}j人てあり， 11行不1161年に比

べて34)j人， 1. 4%用/]11している 労働))人 11の'11で

!l--r-は39.9%を，Jiめ，また !l-'r-JrrlJ 11 .fj-の67.8%は既l柄

円ーであり，その58.7%は有配偶(~.である 23 このよう

に働く k性カJ判1mしている19 背対には，労働))のイ、

)E， [;:1/1:.1'1身の労働立識の山iまり. *III分化された仕 'H

の中でのリlI"jl織の必要性などはかあると考えられ，

将来もれ会へ進111する女件ーの数はWIIJIIのー途を辿ると

jC、われる5 このような状況にi'r)て，これまでは結

婚まて或L、は IUp~~ までを就職する !l- 1''1:.や，育児則か終

ってから jlfび働 くという!l--1"tヵ、多くはられたのに対

し，今後は育児Jmにも働き続けーる !l-111ーかJftえることか

子;性、され，共働きの家庭て1îつ r (J~の数も WI加すると

考えらhる

の1'1十台及び免j主にrxljる件師γ ンケートによる，J，'.jfi:を

行ない，共働きのわ般に ~'(f 11 L C検".t1 tニものでi仇る

このような状況ヵ、ら司[品j耕ヵ、Jt.;(到jきてあるカミ所カ‘に

よるr- IJ~への影響を検討することは傾めて立義(~~l、と

いえる

本研究は， '孔'ア:riiJの幼児を対象に，組 f関係， r-f.tt 

方 j去

1. 調査方法及び対象

!ムーιdiI)~ のノí~iJJ fH [~\1.保Tì [~\12 65 /~\1 のうち， i-rは

かきによる調ltを?]ない， W陥(，~)に協))てせると川Y干

のιらったyJJ#W~ 12/ ~\I ，保Tì[';\I 12Ioàl におげる:~ ~lJ. 1:の

全[oal児及びその保Aれを川急と l.，-訓仕を(]な )t-

[<<1 V~の党JN人耐を日、HllI i jるfめの24Jj!11につL、-e，

[~<I 児のれ 1 吋{ほ /.:Jによる観察チ」ツクを?Jな っt- 却

の|村山につし、ては.作 I~<I ~'~の í~とA れに上る /IIH..l'<の副市

チェ yクを併せて (Jなっ入 組かず i ツクのJft/1をム

l にI);-j

制'fr1 チエメクの"、fi(rlli は • .ti tゴL、にそうてある~令 く

~é うてないの 3 段|仇;'li(i1 fi と 1 に たた L:) ~ 転ふこと

か ~l ¥ は {l，先に1VJl，-とん・/ノ転~~二とカ‘ ~l 、 のは

上L‘と lても 1目先にfカカ・なL、でカも勺転ぶこと b・多l' 1 

のはH主Lくないと jよl、われるのと ，J<:. '2のよ ι〉に制lみ
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表 1 共働きの{j無による評(rl日の本IIj皇

(観察チェック項 111]IJ)

1.触しようである

2. f:先が 6~川 である

1 活発に!日jく

4. J!n重VJがufきである

;). 'flL;ぶことが多L、

6. 人で遊ぶことが多レ

** 

7. 人で遊ぶよりも友達と逝ぶことヵ、多L、

8. );.;主とj佐んでL、るH与に司笑うニとが多い

9. 友達と選んでいる時に，泣 くことが多い

10. 友達と遊んているH与に，けんヵ、をすることが多レ

11. [-(共らしいL、たすらが多L、 本*

12. t'1分から日を師かせてやるものがある ** 
13. uf奇心が強L、

14 用心傑い

15 レつも引き11:.きしている

16. }~J\' 、や りカ、ある

17 物事に集中てきる

18.わがまま でたた をこねて|本|らせる

19. 1mき分けがよ L、

20.思ってレるニと をうま くぷ現てき る

21. 鉄体ヵ';ufきである
一

22.縄跳びが好きである

23.ブランコが好きである

24.神経質である

ぷ 1，凶 1'"似16まで以 ド同様とする
アコ二

** p<O.OOl， ** p<O.Ol， * p<0.05，一 .S 

fTわせて，i'FlilIi伴えをし'，';1、数化した 14 1 J1l心深いjに

つL、ても I"JIぷに. :3 Ir円i先に1UJくjの.lJ:iIIを巧一!邑して

〆1;(1111伴えをし }，I人数化した また 9i b(j主とillんている

1 1.')に • 1"1.くことヵ、多L、J.10 1 b(j主と遊んでいる11制こ，

:1-んかを「るニとか多L、|の唄 11につレても .b( j達j主~i泣u佐白}} 

びび、の険会の 4多b少少、のJ唄:了1t臼t11でで.ある 7i -人でで‘1遊i佐iぶよりも Jx友，: ; 

)1::士と I政佐ぶことカ、 1多~\， 、叶|の?芥等えに応じてIi?汗、干F引(価而併えをし人う

紋化し fた~ ()ぷ七 2)

七に{~と『品内に丸Jl て は，家!在保有の状1兄やライフス

タイルにつL、て日川紙に上る.JIijftを()・なった

h. 却の年片山の保品目に対しては. MN式

先j土スクリーニング21 111研式IJoj料態度診断検li34

，)þびに I'::j~ '1J.，i 小の幼児-児 ;i~1t 栴み|析検 ft30 を (J

な円た 作例アンケートは11己f，AとL.プライパシー

{'~I1(~の ため . 心人倍H~;J にいれ作1: 1 に去、I を主せl京|を通

じて!日|収 lt-

MN 式発}土スクリ ーニングて は.険ffによ ，て 作

られたスコアを • 1'1. X'.Lえび~I二令を号 1むした 100 を t;f{t \l三

とする DQ仙(発注指数)に換算した その伯を

DQ 116以上 発達良好，DQ 86'" 115 発注正常，

DQ 71"'85 :境界域，DQ 70 1:)下 :桁検必要の 4段

附に分類した21

削研点I，I'I税態度診断検査は，得点により各項 r1を
ノfーセンタイルにJ奥算し，20ノξーセンタイ/レ以下 :1危

険地帯J，21 "'50ノミーセンタイル 「中間地帯J，51パー

センタイ/レ以上 :1安全地'市」とした34

ド1:陥診断プロフィー/レは，得点により九頃日をパー

センタイルに換算し， 10ノtーセンタイル以下 1充分

な指導を要する J，11"'30ノぞーセンタイル :1梨花江J，

31 "'70パーセンタイル: 1持辿J，71ノミーセンタイル

以上 「良好jとした30

2. 調査時期

1989年 IJJド11}に実施した

3. 解析方法

各検色uえびJ司在の結果は， Jtf引きのイf111f.により ，共

働き昨， ~ド Jt f動き併の 2 併に分史Cf して集 ~I' し ， χ2 検
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表 3 周丘人数

観察チ ェック |一

保 MI (~"'{~円i ・ s

2.401 I 442 1 

750 I 79 

日~ 358 r 
787 

212 

547 

2 

)
-
)
-
人

¥

一

¥
司
J
l

J
ノ
一

J
f

一

一
一

再ぷH

数
一昨

一き

人
一き一
働

査
一働

化
ハ

調

比
ハ
』

J七IfilJ~ t'r ， ~Iすりがu~1何十~vé::hの人数を J< :~に心 t

JI~ I到 き昨の i刀 /;::比は，リj 山52.l(Yc). ~.dlc. 47 . 9%， -JI 

共同き昨ては51.1 %， 48.9%てあ り， リHdヒに|則 (

は 1，I，j{げはほぼIIIJL '，I，:IJ (iてあ )t-

所以する|ぷ|に|均し ては. JI，I励会計は72.5%カイ以1fI~， I 

であ り， ~I: )1;1動きIr'iは91.5%ρ.yJ;ftLI{，1とあ勺た 公1'/

在、，llの別に関し ては. JU肋il何では.公 ιf!、l'{の'，I;IJ(i 

がほ ぼ11.]じであっ仁のに刈 L，..)1 jI.:f'引き灯てl士官、 l'i.が

91. 1 %を111めた

2. 幼児の発達について

'どと 1検定による検討を行な った 史に共働きの (J無

をI1的変数，家庭保育の状況を説明変数とした数日ー化

J1IJ.論節 目顕による分析を行な った

集JIー、肱びに分析には， Iぶ仏大学総fT↑lfWセンターの

「統計解析プログラム SASJ24 と数日化理論プログ

ラム PPSSII8.11 を m~ 、た

果

1. 調査対象者と園の条件について

九調11.検査を定施することのてきた対象!iの人数，

結
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MN ̂ f~占スクリーニングの岐紡(l;;:1 1、

f，'jNI先達にIt..]しては，発jr良iI(と'I:IJ断主れた児1;):，

jU動雪昨10.5%，.. )1= J';I動き昨16.8%てあり， .. W共働き

肝の JJIJ・fCJ:[1日;良Q(な児β‘多か〉た

. )j， .i軍!日J'ie述に閲しては， I，Li群に件1)主は認められ

なカ‘っ fニ

2 観京チゴツクのl北村(1<1 ) 

(1) 保f:Jによる観察チェック

2 4明日 中 15 J買 1 1 に付いて . 共働き lr'fと Jド J~j到き併の

I1¥Jに，i'li仰の十11)主が認められた 共働き昨には， 2 i f 

先カ ， fi~)日である J ， l1 í f-供ら II 、L、たずらカ‘多L、」司23

「ブランコか好きである J，24 i神経質てないJとさ

れる児b・多カ・寸た Lかし18 わかままでたたをこね

て[+，1らせる， ~I~ も共働き昨に多かった Jドj引動き昨に

は， 7 i 1人てJ佐ぶより友J主と遊ぶことカ‘多L、j， 8 

「ム遣と J笹んてレる時にうぞうことが多L、J， 9 i友達

と赴ぶことカ‘多く .かつぶ;虐と遊んてし、るH与にi、1くこ

か少な L'J. 10 i友達と遊ぶことカ‘多く，かつ友達と

必んでレるH.fにけんかをすることヵ、少ない」とされる

山カ‘多か》た または i1'1分カ、ら 11を怖かせてやるも

のかあるト 15 いつも fJ:.き生きして L、るJ，16 i忠、し、

やりがある j，17 i物'J~に集中てきる j ， 19 i聞き分け

が良L、!と 3れる山も， ~ I :: 共同 き鮮の }jに多かった

(2) (恥必円による観'奈チェックの成総

(~~品 目 に主る観察チェックて共働き灯→と Jド共 |引き併

とのI1¥Jに，i'l'{II日の十Ilj全をI認めたffi11は 3項 LIと少なかっ

J'~ !ftJJきm:
M十111先J.主

.)1: J'~ !~J) き i作

。 20 

JI~ !~J) き俳

jlli~JJ 1êj主

.)1: JI.;働 きl作

た ~I: 共同き昨には共働き昨に比べ， 7 iゾ、て遊ぶ

よりも友達と逝ぶことが ~L 、J， 9 i友達と J!1iぶこと

か多く，かつ友達と進んでし、る時に枕くことか少な

l' ， 10 r友達と j笹ぶことが多く .かつ友達と]佐んて

L ‘るH寺にけんかすることカ‘少なL、」と主れる 314か多か

った

3. ライフスタイルについて

1 )幼児の午前胃慣の現状

if{共が IrLμ'，1.起きの生活をしてレる と r~えた丹

は， ，)1・共働き昨に多かすた q刈2- 1) l かし 'J~際

のf{共の起床時刻に関してみると ， 7時以前に起床す

る児の吉IJ(tが共働き群の }flこ多く，共働きli下のLUの )j

か早起きの傾向にあった(凶 2-2) 

視の起 I~ミ時刻に関してみると 6 a午υ、前に t包川くする円

の割f7か共働き昨の万ヵ、多く ，却に関しても Jtf動き計

か早起きの傾向にあった(凶 2-3 1 

ー万就寝時刻についてみると、 r供の!t:tf.:.:H.1i切は，

9時すきに就寝する児の需IJ{iか共1引き併に多く， jl~. (fi1J 

き貯の児のhが就μ時刻かJ'豆い傾向かあった([刈 2-

4 1 

しかし観の就山時刻につL、てみると， 11時以前に就

山する者の:別 fTが共同き併に多く，組については:J~ j動

き昨のJjか， 1， 

朝起きてカか、ら{保呆f打f[悼同長剖札1. ÝJ幼Jみj瓜H枇主剖叫I~胤4ぷ判、\1 につく まてのn.1
与川卯Ifけ刊fパ川11問i悶りをみ

ると'慨して共働き併のJjかH年Ijりが短L、傾向かみられ

た (l:;<]2 -6) このことから非共働き併の家庭ては，

** 

40 60 80 100(%) 

(一)

o 20 40 60 80 100(00) 

口 光占 l~/lr 図 j立界凶

図 fe.，主，1' "f~~'・ 図 *I'j・検必要

図 MNよ発注スクリーニング
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J I~ 倒l き i洋

*** 

~I': Jt働き ~ir-

o 20 40 60 80 100 (00) 

園 はレ 図 L火、え

図2-1 1 1 1守山 1 1 1 起きの IUI~ をしていますか ( f-f.J J~ ) 

JI~ 倒き ~rr-

*** 

.)1 ご JI; I~IJ き l作

o 20 40 60 80 100 (00) ・6時以前 回 711、干すき 81l与u、!日
図 6A与すき 7iJ.'J-以前 回 8H与すき 9Il ~j以前

図2-3 起床時刻印III

R WI)きi伴;

*** 

~I: JI~f~1Jき ~r下 院 3

o 20 40 60 80 100 (00) 

園 8時すき otl年以前 口 11叫すき 12H、7以前

図 9U与すぎ 10時以前 回 12H与すき

四 10H与すぎ 11時以前

図2-5 就山時刻 (t-見)

JI~!引き併の家出に比較して lyJ明の $Ii (-のJ在触Il年間がjえ

いと L、えた

兄弟数は，共働きfi(:では-JFJ七l動き灯より l人 fの;月Ij

f7カ、多 く3人以 1-:.のきIJftか少なL、傾向にあり， ~I: JtWfJ 

き町一の}jか兄弟数か多い傾向がはられた (凶 2-71 

1988年 4 Jj ヵ、向調査時までの家庭における [-f共の~)~

Mにつレてみると， r病%をすることがありま 1たか

とL、う訂!}Uに対して， ~I: JI~!動き併の }j カ ‘「桁河をする

ことカ‘多L、jとnえたおヵ、多L、傾向カ‘あ った l[ズ12-

8) 

JI~ 働き li下

*** 

~I二 )七働き i洋

• 68時与引l上以、1よ前 図 7fI 

i日山ii j 図 6 H川.'1'すさ 711.'机flμよII前i日山i行j 図 811.'J寸さ4り)11与礼UII前

図2-2 ，~J本 IIIJ を IJ (rWI 

JI~ 例き{伴

*** 

~I:JU~IJ き!作

o 20 40 60 80 100(00) 

国 8時以前 図 10fl.'Jす予 1l1l.'J1}恥liil

i出h 園 8H川与十e寸「きり ILJU以、ヅOJ.、riii 口 l 日111川!門1 一 L~- lロ2 11川'J1'μ‘ゾ'J.‘li前

図 911句

図2一4 ~枕叱 ~.μ.主引引Jμ訓11叫|昨? 刈 { J子二(JU 

JI~ 例き ~t下

*** 

~I: JI~例き ~r下

() :W 40 60 討o !()()(οο) 

圃 30分木尚 図 1lI'rl日J30うJ、U 1 211'JII¥J 

~ 30分以上 1H.'J'IIりよ11:':) 木刈

ロ 1H.'iIH1l'J 1-， 1 H，'t11¥J30うf口 2lI'rII¥JlJ. 1 

~ ~ Ir:r.j 

図2 6 ，1~1仁"'"' [~，[ま ての川H\J

f JJl:!lやお仇 fを((1;I I) ~ り Hg らせるこ 七 ん . ，Þ) り点 L

t.:カ‘J. ，1ネ|ヵ、らもrf"t-it: 11えるニ とん~わりま Ltこん‘1.

r [~~[ カ‘ら 'hri " た HU~カ・ままを L 、勺 日付ら壮る 二七 1).，t;) 

りましたカ‘ a とL、 ぅ'fll::J に ~;ll て は. JU1'!J.3' 1刊の }jl).

-JI' JI~!動き肝より ~か 、 t : J と t~ え f二 円の ;'，: IJ ;iがたた

カ‘ っ た ( ~ .ずれも pく 0.01) ，t tこ，I [~il に f J く のを叫

がること が多カ・ っf二 七 '(~~ タト 円は， JI;H'IJ '>-liY 8. 0 

%、の }j1) ，.)1二 JI;HolJ.!肝 14.8%I に比べ て ~か ) l ... 

Ipく 0.001

}j， 保 1f[~，[ ゃJJJ f1I l~ ， 1 での 二と を上 < ，出 l 主 I t: 
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JI~ HlJ)き併

*** 

~1 ; jU~iJき ~i下

o 20 40 60 80 100 (00) 

・ l人 図 3人

fZl 2人 図 4人以上

図2-7 兄弟数

)1，;.働きf，fo

** 

~I: J引引き俳

回 -JI"I;~'に多かった

凶 多かった 図 めったになか った

図2-9 テレビを見せたかどうか

JI; ffJl)き昨

*** 
~I j七 f~}J き ~r下

() 20 40 60 80 

. いるのてよく遊ぶ 図 L、るが赴ぱなし、

固 いるのてH与々遊ぶ 図 いない

図2-11 近所にliI]し年頃の fヵ、L、るか

ヵ、)，r お f' 0Aレカ.~ n r'i しヵ、げた H与は (t:.~ して間7 きました

かυrt"rさんを合めたl、11らんをすることかありまし

たか|とし、う町 l~tJ に対し ては ， 共働き前:と Jド j引動き併

との|同に+lb企か認められなかった

「お r~ んにテレビを 比せましたか」と L 、う質問て

は.共働き昨は I-J I:常に多かった!と答えたれーか~ I~ 共

|助主計より乞く ，J七l動き家庭では， r(J~~こテレビをみ

主ることからレ傾li'JIJ、みられた (lχ12-9) これに

あJL r小を北んでやることかありましたか」という n
lliJに刈しては， I -J I '，市に~かったJ. r多かった j と7年

七に 月カ.-Jr':lU引き町て多く ，-Jt:共働き併では本を【iえん

でやる機会が多いことがGiえた ([;:(12-10)

J七働き 1非

* 
Jド JI~倒き M

o 20 40 60 80 100 (00) 

・ 非常に多か った 図 めったになかった

四 多かった 口 まったく なか った

図 時々 あった

図2-8 病気をすることがありましたカ‘

Jt f!lllJき i作

*** 

Jドj七I!l!}Jき群

o 20 40 60 80 

・ 非常に多かった 園 時々 あった

昭 多かった 図 めったになかった

図2-10 本を読んでやる

j七{肋き i洋

*** 

~1 : JI~ fM き i作

o 20 4() 60 80 100 (00) 

固 ~I二常に多ヵ 、 った 図 8.'j々 あった

回 多かった 図 めったになかった

図2-12 r供たちだけで遊ばせるか

「近所に161じ年頃の友達がL、ますかjとL、ぅ't'tr~IJ に

対しては， Il、るので， よく遊ぶj，Il、るのて ，H与々

遊ぶlとoえた高の'剖合は， -JドJたi動き昨に多か った

記に， Il、なL、」と特:えたおが共働 き昨では18.1%と

多く (-Jド共働き昨:8.7%)，共働き昨では，近所に遊

び友達が少なL、傾向にあった(凶 2-11) 

室内で遊ぶことが多レかどうかという質問では，共

働 きi洋とJド共|動き昨との問にffli皇は認められす，全体

てみると「本|付で定り !日|ってiQlぶJ(38.3%)が多く，

次いで「同外て広り 1"1って遊ぶj(31.8%)であった

I rr共産たけでJ佐ばせるかj，I遊ぶH年j¥人ヵ、ついてい

るかどうか!という n問では， -Jド共働きMのJj7伝子供
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J七 働き i洋

*** 
JドJU引きJ作

o 20 40 60 80 100(00) 

. はレ 図 L火、え

図2-13 J泣ぶH与大人かついているかどうか

達た;ナて遊ばせる割台カ‘多く. J佐ぶ時大人がつレてい

ない傾向ヵ、あった([火J2 -12喝 13 制カ‘つL、て遊ば

せるときの場所については. p~1人j については相違は認

められなかったか. トメー外につL、ては. JI~f動き群は 11 の

hciく組問で遊ばせる傾向1)、あった(C火12ー14)

2 )過去の保育状侃(以13) 

今まてーの家出保育の状況に J 丸、てみると， 共 f~助き昨

では. (J才時22%司 l，-f時34%.2才時に44%カイ恥ff

施訪を平IJmしてし、るのに川 L.-w共働き町では. 2.-r-

までは90%以仁が家庭で保育を行な〉ており . 3.-rよ

り施誌の利用かj骨加 L. 5~-. 6，-fては.共働きt:-r.

非共|動き昨ともにほぼ100%の施J2利川であ-)た

:3 )過去のしつ(すの状刷

出向Lの頃. r-(JtがスプーンをJTっときの組の対応と

しては，全体-でみると .1しっかりニぼさせたjが50.1%

と最も多く. これらの対応の(L}jに関して .共Whき併

と非比例き群との問には利j主ヵ、認められなか った

おしめをはずす時期の対応については， I，I，} ii干に ~:llj色

は認められず. 1しくじって も叱らな L、て.佐 Lく対

応した」か最も多かった(共闘jき昨45.1%. ..)ド J~f肋き

群41.1%)

おやつの 7・え )jについてみると .IHtj'間を決めて，

そのときに;ナ与えた」と符えた点カ・JドJ引制き昨に多く，

..)1ミ共働き昨の )jか時間に厳格であ")た(凶 4- 1 ) 

たたをこねたときの対応、につレては. 1ノ;-H)てし、

るもので我慢させるよ・〉にしたjヵ、非共i引き前て35.1 

%てあったのに対し，共働き昨では29.1%てあり， r i:t: 
で ケーえる約束をしてなためた j は. .J I~ 比例き町ての

21. 0%に対し，共働き昨では24.1%であり I，T，j.fii':の(1¥jに

は中Ilj皇ヵ、よ包めら*1，た ([ズ14-2 ) 

け‘んかになったH、?の対応で'1::1:. 1し「カ、りとけ』んヵ、

させた j がJド JI~f動き iiY に多く • )iJ"fとj佐ぶことヵ、少

なくけんかをしなかった lは共働き昨に多く. I山j灯の

対応、には相違カ‘認められた(凶t1- 3) 

j七働き群

*** 
Jド共働き昨

o 20 40 60 80 100 (00) 

圃 おおL、にそ・)忠・〉 図 あまり忠わない

図 ややそう目、う 図 ま-)たく!巴わない

図2-14 W外て遊ぶ1I.'t. 11のIn;< ;1~l!\1 こJ2'[ば斗J

ているカ、

図3 f以lrb包J不IJJJW:刈

お f(.L:l、につL、ては， 1，!，Ilnとも r(ためて~ -1.トィ~ t; r 
[じしはない l と7年えた "1) .11土も~<. I山jJ町にはlIIJ{U)・

11Zめられなかったお Fi.L山、をI)Lめ-rいf.n・llF山はrh 

f(L;\' 、を決めるニとを，I~I\. 、/)カ・なか-I t 1)， I，I'J IrYとも

lü も多 く，またお f(L~\. 、をさせる土:::(}) ;t.J )，(:.と lては

11、I!~ Lそ・7なときは fuMrLてやら壮 t: ん .Jü も'~

カい》た リJ に「尖!I~には日を/)むり、 [(J; ，tニことを

しっカ‘りほめた ρ ・二れに (Ý~\. ‘と多ρ ・り fニ

LっけにつL、ナ守竹にどの上うなニとを心がけて¥.. 

るβ‘と L、う白川にうl.てみるレ， 件Jfl日にItlLアー f 

i!ljにX.jLしつげてしる与111Jえび叫i'I身か心かけて L、る

.rfi "のL、 'r*れuにこ ~J\.レ、 Fてごも JIけ;ff肋'骨I さ σの〉イ1 J1知Hr. に aよ上る +1川11じJ~~υl .t ri.t: ，t: r 
めら*L7なな与k‘カ、 ) tたニ [-f伊11;1にニ/つJ¥. .. イf心カ.ぺ(けけj-てL る.'小Jハ'.亡 1多bん.

) tたニJJi什11は. r 人にF按突J2UJを，すrる τ. (沙伏j~ ¥. ‘ で f 公Jん1，の

1毒劾;でj迷主f広〈ざ主になる e とをL.ない" 交j泊/レールを"rる

℃あった fJl n 1--1'か心がけて L るJ{(IIに--Jlてもほぼ1

IrfJ慌の傾向てあ-)tニ

f~~ri住民ーの.，:}， ~.ftkの .iJÏ'..いなどにつ L 、て

'-d'j /).1険業をi，'fつことにx.tLての見解と[ては，「ft

児WJは版業をけどなL、ほうん・よ L、|と符え f行1).JI~ffilJ 
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1'~ 働き昨 1'; (~引き l作

*** ** 
J十1';例きitt ~I: 1'~(~lJ きm':

o 20 40 60 80 100(00) o 20 40 60 80 }OO(OO) 

圃 lI'f問を決めて与えた 図 おやつはあまり与えな 圃 ほしがるものを与えて 口 先Fを打ってものを与

図 ほしう‘るH'j与えた ヵ、ヲた などめた ℃た

図 lI'ftiけを決めさらにほ Lロ ムの他 図 {全て与える約点を L て 園 {也のものに ìt~立をむ!十

かるff与にも与えた なためた た

図4-1 おやつの11与の吋応 図 叱ってあきらめさせた 目 今作〉ているもの・てH

図 切らぬ顔をしてほ什て 慢するよー〉に主せた

fゴL、fょ 図 たたをこねることはな

ヵ、 fニ

図4-2 たたをこねるIlrの:<，Jii::.

1'; (fiiJき1tJ: 11~ (引き ~t下 tf=

* *** 
~I ・ 1'~ 削j き m': ~1 :1 U~J) きm':

o 20 40 60 80 100(00) 

圃 やめ~せた 図 おとなし L、fてけん;1)， 圃 版業は-tft.なレ )j11‘よ 図 Tf児期は職業を持たな

図 けんカ、にならなL、ょう をしなヵ、った L 、 L 、

に11..0:Lた ロ ムj主と遊ぶことカ・少な 図 結婚するまては職業を 口 "1:.を通して-t.yちつつ

図 しっカ、りけんカ、を主せ くけんカ、をしなカ B つ r. 十字ち以後は十寺たない ける

阻 んの他 図 r (J~カにとさた後は持た

図4 3 十んカ、にな)たH 干の汁 I， t~ なレ

図4-4 t，c1'j:カ‘職業を1".y.つことの立識

JI， (fil)き Itr: J七例き m・

** *** 

~I JUfiiJきm ~I こ J'~(~IJ き ~t下

() 20 40 60 80 100 (00 ) o 20 40 60 80 100(00) 

. ')~、 1liJ汁る 図 除てばiJJ)する . おおL‘にそ。)目、う 図 あまり 11わなL、

問 i正い、というと r(L~ コ ロ との他 図 ややそう!巴・〉 図 まったく沼、わなレ

回 てきる子:Jn分て寸る 図4-6 ((j~IJ;状慢の，;Jl I制iかできてレるか

上うには:rます

図4 5 ・'1:.懸命 rるが・)まくいカ、なL‘lI，ÿ の~'，J l î:.~ 
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き群. -Jド Jtl~-IJ き昨 とも に 1r-i. も多ヵ、 コた 共働き計57.3

%. ..JF 共働き昨71.2%) -JJ. i [-(J切‘できて も "'1:.ー

をj凶じて職業をJFちつづけーるのがよレ と件え七x-は，

JU動きiif34.8%てあるのに対し. ..)1:比例き群9.0%て

あり‘史に r(-供かてきる 前から fJ..'i'tは職業を持た

なL、ほうカ・よ L、」と存えた 行は， 共働主 l作6.4%. ，JIO 

共働き群20%てあり .共働きの1-d際による相違かはら

れた (閃 4-4 ) 

f見作[-(共のこと てどのよ〉な悩みヵ、あるかと L、う昨

I]Uについては.共働きの {j無によるtllJ皇は認められな

かった 悩みの中で最も多か 3たのは しっ:ナについ

て d であり 40%以上を，';めた 次いて ri'l:陥，行動に

つL、て J.r ft ']i'について 1. r r-供とのカ、ヵ、わりん-につ

いて などてあ った

r (J~か向ヵ、4叶 Iにな っている|時の間の汁応に閲する

民間ては.比例き昨. ~ド JI;.1動き群 と もに r てきるたけー

rlll析したくないか.時と場什により巾断3せた jカ‘杭

も多 く.(大L、て["rf"断させなか寸た lが多か た

r供か"1:，懸命するか， う主く行かないときの対応

ては. rてきるだけ円分てするようにはげますJカ‘"T，i

昨とも最も多 くーrFf.ムーづて ほし いと L、ヲと子伝・)J 

かこ j叫こ次ぎ. -Jド共 l動き h1'の )j7う ;JU到き ~y に比 L. て

きるたけれ分て主せるよ・〉にする傾向にあコた (lズ14

-5) 

r r供に刈して過{米議てすか という 'tinuでは比例

E 

ノ、ーセンタイル

A :出版Jli(fi 

B : W~~Jlî6 

C:航栴

D: J明作

E : I'I!歩

じ c

き Wr と ~I: 共|動きとの 11 月にl'l l.i主が目的 ~'d L" r. r h h l 

にとう思う と「ややそう jよ1、う と(t.. ~ tこ1';(士50.6tl.(¥

であ〉た

i (1I切、~~↑せの，'J!I制!ができ て L 、る β 、 l と L 、・'Jrfl:U<. 

to tゴL、 にとう思 う!と F やや~;... ') I巴・" J と r~ えた 円

は.共闘き肝59.7%. ~I= JI.;(列き昨67.600であ り. ~I' )1，: 

i動き併の万泊、-f~慢の，;11\ 練ゥ、 しき乙しる 削 [ílJ カ‘わ 1f

Il刈 ~ - 6 

4. 田研式両親態度診断検査からみた親子関係けだl

い父開

ft't怜~m~~ J の lJj け で~I: !U動量併がい 1 1 1 1: IJ也 .~g. Jに

人.)たか.事長りのJflllではI，f，j併ともに トム:~り也 !iL で

あり父叫に関しては概ね料lr関係は良Qf-ご，h )た JIと

1到j主計とJドJU助き貯とを北市主寸ーると JWH.1i，(/)J(111 

におL、て J叶動き灯か良i({-てあ 3た

2 )川純

~Iご JtHiJj き群て「消 防~m 丙 a と fu附iliiifJ )う‘ 111¥:¥1 

地，:r~. Jに人 J-カ¥他のfJ1lll-tl‘r J1. 1l tt 卜[IJJc"" Iif. .11' 

JU引き併ともに r'必令地;:1~' Jに人》ていt: JU1'!]旨{昨

と ~I: Jtl列き併とを ltlÏ'~ tると.I iI~体dl i (f l~ J， r fu凶作

丙J. 1tf.<陥. r JWJ (.'1' J. r r作 lのlj'fllてl上.し j-J 1. f， 

JU1iIJきfiYの )j()百より良好てあ ，t三

5. 性格診断検査の結果 ([--<1G j 

n栴11創刊I杉Ui:ごは. JfJFIJ ¥-lif. ~I' JUflJ旨Iil七もに

八***

日*

ハーセンタイル

F : ィ ~'í，é

C : i~~変

H 行従

Jf:l制￥{昨

... .. J¥' JIJPカモni 

c*本*

図 5 [11別式. ，山j判1l宇佐，;f;1行I険ff.
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内N

f1 同一トー一一ν〆

r¥ ト同市…ト、 『、
トー一一 険 一一一

直、.
i、\Þt.&.~

~!((' J ~ 't'I: が';!Ì1L 、

filiHt'I 

↑181 祁イi交正

1'1 iI，IJ))なし

U~ イ{. (I'，j 

ill i r (I(j 

J~('~'l: .百iiot1J(l(j

fl:全性なし

家低へ イ~iill.)必

乍校ヘィ、@}必

日!fiぷ性なし

*ト111粍nではない

'h'; 初安定

1'1 HJ'J))がある

1'1 "1: (I(j 

ノ1:: ， ; i'~ (I(j 

jJIll干11. J1 1~ 'I'HI(j 

*社会'1"'1:がある

家厄へ適応

10 20 30 40 50 60 70 80 90 99 (00) 

'下校へj直l必

-ー 七例き It下

... ，)1: J七倒き i作

図6 内情誇断検査プロフィール

レー「れの検査J1'[円におL、てもその成績は， 1普通」あ

るレ，1:r IHf Jであった 「顕示内J.1依イ{性j.1.退

( Jill. )のJflflカ‘I，f，j昨ともに比舵的低い数値を，式した

}j. 1 i'I ;1;lj) ] j . 1 n会jtJ. 1ヴ:蛇への適応、」の項 11

ては. 1川町 ともに良好な!Jx:Mであった 「神経質」の

J)'i 11と r~ I ' i~nj の JJi [1ては.共働き昨のHが.JI"JU動

¥-1庁にl七l較して良好てあった

6. 共働きの有無とライフスタイルに関する項目 と

ニ

T
-3

8

E
い一山
一

w
一
地

一
2

ぺ

る
一

N
一叩

日

一

よ

=
Lー

-
u

間

一
併

問
一日戸

数
ー
ーハけ

れ

引

制

表 5 閲i虫ずる明日のl順位

111似合 .rfi 11 
一一一

就寝n与をリ ('[-l 

(，(性かl版業を持つことの立識

|叫に (Jくのを撤ヵ、るかどうヵ、

("J入札IXj

近川lこI"Jじ年間の「がL、るか

6 起J.t:1l午京IJ([-) 

兄弟の("r酢11

8 起川ーからl叫までの時Ilり

Itl近i，I.I'..('(をするか

10 おやつのりーえ }j

11 起 H~H.'fn\J (料

12 以外でけの J，，;く組問でj佐は、せる

の関連についての数量化理論第E類 による分析

共働きの有無別の 1111符状況に相違のあった31項日を

選び説明変数とした これらの項日のノーマライズド

スコア8.11 (以下スコア)の range8.11 及び(11日中11関係

数8.11 の順位から総什的にllJ断した!順位}{びスコアを

)< 4. U 5に心す また凶 7はスコア {t!Jli:W点の度数

分布，凶 8は関連の大きレ項 11のスコアを心す 共働

き 併のスコアの 、'FtsJ fI向は 2 .778 と il~ の 伯を ノTミし . .Jlo J七

i動き昨のそれ は -1.363とれの値を示した 相関比は

0.291， ミニマックス判日IJ的中本は74.5%てあった

共働き計に関連の保L、カテゴリー.すなわち IEのス

コアの大きいものとしては. 1近頃の就山H年来IJは10H年

寸ーさ j. 1 tjjfl::は -/1:を.iiliじてJfr産業をJ年つのがよL、)，

1I人兄弟j，r闘に(j-くのを的伝がることが多L、Jなど

があけられた . )j， .JIった働き併に関連の大きいカテ

ゴリーすなわちれのスコアの大きいものとしては，r近

(00) 

20 

nu 
-

-+-1';倒lきm
"*41'1';曲JJきItf.

O 
-20 -10 0 ]0 20 :30 

図7 スコア {iJJ定得点
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f供の就桜tlN京IJ (0.196) 

久性が職業を持つことに付する

立識 (0.298)

|幸|に行 くのを鎌がる こ とがあるか

(0.129) 

近li)i"こloiJじ11'_ヒtiの ri!'、がいるか

(0.132) 

fllf人兄弟ですか (0.110)

f供の起床11、}:/I¥I (0.123) 

礼的のfllf昨 日ですか (0.095)

起jぶから I~I につく ま での I I.~'IIJI 

(0.090) 

)1人J(j:sfliflll民l係数

811S=Uliij 

811.干すぎ9tI.~;以 lìíj

9時すぎ10川二以liij

10時すぎ

持たない )iがよい

t..'iiJ.持するまで

f供ができるまで

育児Jtjlのみやめる

-'I:jlUじて持つ

多 い

11年々あ つた

めったになかった

まった くなかった

いるのでよく 遊ぶ

いるのでtI年々遊ぶ

いるが遊はない

いない

l 人

2 人

3 人

4人以卜

7I1S:.l.以lliijj 

7引11.昨、年干すぎ8印IHμ1

811、午干すぎ

l 丹詐干 |日| 

2 高需: 1川| 

3 丹需干 II.l.以1卜.

30分木i前

30分- 111、Ij:/I¥I木ili市

111年/I¥J- 111、11'/11130分

111年111130分 -211年/I¥J

211、Ij:/I¥I以卜.

-3 -2 -] 0 2 :3 
(スコア)

図8 関j虫明日のノ ーマライズドスコア

回の!比山時刻は 8時以前J，r!;..-性は結射するま では職

業をもっJ，及び rtx性は職業を持たない}jが よしJ，

r tx14::は 子供がで きる まで職 業をもつの治、よ L、Jなど

があけられた

考 案

MN式発達スクリーニングテストは，調査対集幼

児の -imの年長児につL、て行な ったが，)'11動発注に|珂

する告白 山て は共|引 き 併 と ~ I :J七l動タ灯 とのI1¥Jに十lIi色はlLt

められなか った -)j， Ui([fl発注に|泊する私以ては，

~ I: 共働 き 昨に発J全の良いものか多レ ニとか桁J向 さ れ人

観察チェ ックては， JU引き{刊の ro';は)1ー共働 きirYの

「供に比較 して ゾリ位びb‘多 <，ムJ'tーと J位ぶH与け ん

か をする， r ムJt と 1位ぶ!I.J "i :L く l ニとヵ ・ ~ L ‘とされ f二

観察チ L / クは，IriJじ'W::Jにつ l.て 以 IJ と 仰の r~，i Jiに

[n17十[て もら っfこが.I山j)jのれj， ~~か ー致 したのは ニ の
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:3 JJ! nに過ぎなかった 保ほと親の結呆の不持致につ

いては， f呆j誌は集間管即ーの難坊ヵ、ら評価する可能ド|そが

あり，親は我が rt.:.けを見つめて盲 H的評価をするお

それがあり，結*がー致しないのはやむを得なレもの

と忠われる

平井9.10 は rf共の 1[1fさえ lは向発性の現われで、あ

り.これがはられないことは自発性の遅滞の現われで

あると述べており.幼児が素|貞で町「聞き分けがよい」

ニとは要d二患の徴候だとしている 従って観察チェッ

クの結果の良否の判断は'慎吾;で‘なければならない

これらのことを考慮するとしても，保母の観察でJド

共働き昨には， I円分から 11を蹄ヵ、せてやるものヵ、あ

るj，Il 、つも生きノl~ きしている J ， I物事に集け!できる」

とされる児が多く， Iわがままでただをこねて閤らせ

るj児が少なし、結巣を得て L‘ることから，怠欲やn発

性などの精神面におL、ては非共働き鮮の万が望ま Lい

傾向にあると考えられる

家庭保育の状況についての保護高の [uJ答において

も I.fJ[共やお菜子を欲しがり!対らせるJ. I闘に行く

のを鎌;がる j，IC留から帰って甘えるj，I[弱から帰って

わがままを Jって凶らせる」の項 Hでは，共働き群の

}jtJ';l胤度が1白L、結果を得ており，障|での長時間にわた

る保有の反動の現われのように忠われ，情緒の安定，

梢tlfl位iの安定に閲しては非共働き鮮の }jが良好のよう

である

しかしながら同研式両親態度診断険査における親子

関係の点からみると，付親に関しては.荷崩m1f. 円

陣~rirfの項目すなわち r-fJ~にと って腕にm併されて L 、

ると感じる傾向や .HlC，則件といった点で共働き群の

hが非共働き昨に比較して良好な結果を得ている こ

のJlli十11として.限られた時間I人]ての親 f聞の接触か質

的に良好である26 こと，またほ親ヵイ動L、てレること

により.社会íl~J な悦Tfヵ、!ムくなり f供へのより良 L 、l*;

~29 カ‘あることなどがI1J能性として考えられょっ

父親に閲しては， J~I動き昨と ~I~ 共働きとの間に大きな

庄は認められなかった このJ甲山として.共働き群，

-w 共働~鮮ともに父紺は， ff L14に対する関心か少ない

ことヵ、考えられる

性格診断プロフィールによるitt各検在の結果では，

e般に共11111き併と ~Iミ共働き昨との間に 1J立の差は認め

なか ~)た fこたし JU引き昨の rf共は~I: 共働き t1の r- HI;

に比lþ'l'~して神経口てなく，また社会 1"1:かあると L 、ぅ結

~とを得ている

ライフスタイルからみると司数 ~[kftJ'. .i命5i'~ 11紅1によ

る分析カ=ら. fjjr~ リズム(札ね.起はくH与実IJ ) ， tci"tの
職 :去に~'，tするむ識， 1剖に ffくの峨がることがある，比

弟数，友達関係といったものが共働き群と非共働き昨

の判別に最も関与していることが示唆された その頃

f1のうち. 女性の職業につレての君、識の相違は前促条

件として判然の結果と与えられ，また Ir詞に行くのを

嫌がることが多い」という項"も結果と与えられた

生活リズムに関しては，共働き群のチ供は，就高時

実IJが非共働き群より遅く， 9時すぎが大部分を占めた

が，起床時刻は逆に 7時以前が多く見られたこれは，

共働き群における家事や育児.社会的な生活時間帯が

勤務前後の時間帯に集約される3 ことカ、らくるf供へ

の影響と見なされよう 共働き群の子供は，遅く寝て，

早く起きる傾向があることから，当然睡眠不足ヵ引iiHlI

されるが，保育園では午睡時間があり ， したがって睡

眠時間は足りて L、ると忠われる

兄弟数では，共働き群の )jが~Iö共働き昨より少ない

傾向にあった 特に l 人 fの割合カ， J~ I動き併でイI 立に

尚く . これまで指摘されているよ‘〉に，兄弟数が少な

くなることにより耕 f間，大人との結びつきが強くな

り， [-(，共同上のよ圭角虫が少なくなることが考えられ〆る

このため.兄弟向上の結びつきの中て助け台い，目、L、

やりを持つなどの切佐琢磨の機会か減ることか師々の

問題を引き起こしうる6.31.35 ことが指摘されている

近隣の子供達との赴びの関係では.共働き群ては，

近隣の f (J ~j主と遊ぶことが少ない傾向にあり.特に IlriJ

じ年七月の f供がL、な L、!と符えた者が共働き昨に 18%

も見られた またけんかのH与の対応、におL、ても rt、な

L 、からけーんかしなL、」と L、う答えが共働き昨に多かっ

た また共働き併では Ir-供述たけで進ば、せる」こと

が少なく， I屋外で遊ぶH、'fllの凶く組問でjQtばせる」

ことか多い傾向があ-)た このことは， (O~は社会で

育ち7.18.28 r (共同七の作る社会の rllで成長してい

る22 ということから考えると ，近隣の f供述とのつ

ながりが(fJj~の発注に fpJ らカ、の影響を与えることが考

えられる

児か所属している凶の条件については，共働き l咋て

は，保有闘が72.5%，非共働き群ては幼稚b~l が92: . 0%

と大きな相j車かある 保有闘は，厚生省の児竜福祉法

によるものであり，対象は，保育に欠(ナる o-t ，，-.就学

前の児であり.保育時間は， 8lr.Jf間が f1安とな コてい

る またー幼稚l剖は主部'(1のγ校教育法によるもので

あり，似・育時間は 4H.'f間ヵ、 r1安となってレる 幼稚l長!

と保1fl詞の別は，数民化f町命第 日煩による分析の結果

ては. 'i'IJ別に'者 Jj・する説lり]l[数として U立には指摘さ

れなか ったが，r本|での保I;}の管聞のトーの保有と.京佐

での近隣の (Utfri]I~ の (4 山なjQtびには +11;主かあると考

えられ，それか児の免述ーに影響を与えているニとも推
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祭主れる

J1， (動きの影響については時間的制約1，2，17 労働か

‘くる精神的，肉体的疲労20，32，33 により，W:親の f

HEへの刈応に江主異があると推測される 共働き群ては

「たたをこねることが多t'J， r出|に行 くのを撤かるこ

とか多L、jなど子供に情緒不'女i.Lなl面カ・あるのは，そ

の現われカ‘も主11れない また子供か-，]:.懸命するが・〉

まく (JβョないH与の対応、におL、ても， 共働き群ては観カ‘

関与する傾向ヵ、大きいのは， I ， ;J じ')iシI ，~-たと思われる

Lヵ、 L，0:識のdiiてしつけに心が(ナてレることや (-(共に

つレての悩みなどには"Lj併に相J!LはJZめられなカ‘った

過Lの{呆1f状況については， t.z'j/LI)'(動くためには O

Iからの似有国lA平IJmもやむをf与す， 3.-1'-児まての胞

J不IJJfJ，ネては. "f，j群に顕詰:な+lI)主が認められた :1 {-
~-':i耐l 児の佐卜H保育につ L 、ては，家庇の保育児の発注カ・

良L、とするもの 13 ， 36\~ ，在 e府守山と i皇しはな L 、とする

もの27 集卜月保ffV己の党j全治、jミレとするもの12.15.25

などの事it;ifカ‘あり， ~Iぺ(-の β 、かわった1::]題てあるた

め -iiの見解はてていなL、1白 16

近年.J1ihくな.nのJ世1mに1・ドハて吋然のニとなカ・ら k

1'1二の就労と (-1f てとに閲する傾々の I:~ni記入〔ゆ・クローズ、

ア 1フされてきてレる 男(;:lfI'lll機会J:，);y.?去ヵ.f#IJ'，.Lさ

れ. t.z 1/1ーがn-会的に1吊動するニとの立品カ‘はl白:されつ

つあるのは九ば Lいことである しβ‘し就労.(;:性の f・

1守ては，必ずしも容易なものではなく，をの「供述が

"似品にI，X:-(fするためには， Hど()Z)な配!在とえJ麦とか必

'})!-tこと!よl、われる
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Hygienic Study of Gainfully Occupied Couples 

一一-Influence upon Infants一一一

Masako Y AMAMOTO 

Department of Gynecology and Obs.tetrics， Hiroshima University School of Medicine 

(Director: Prof. Atsushi FU]IWARA) 

Department of Hygiene， Hiroshima University School of Medicine 

(Director: Prof. Hisanori OKUDA) 

A survey by questionnaire was conducted for all pupils and their parents in 12 nurseries and 12 kindergartens in 

Hiroshima City. Influences upon infants with or without gainfully occupied couples (GOC) was investigated and the 

following results were obtained 

1) The results on “MN Development Test" was showed that mental development was more excellent on the 

group of non GOC than the group of GOC and that degree of physical development was no difference between both 

groups. On the other hand， the group of GOC was more excellent on “Takagi and Sakamoto Child Infant Personali-

ty Test" and “Tanaka Parent-Child Relation Test" 

2) The result of "Observation Check" by teachers and parents showed that the children of non GOC was play-

ing more frequently with their friends and had less frequently to quarrel and cry. 

3) According to the Analysis of Quantification Theory II of circumstances of life as an explaining factors， the 

group of GOC was highly distinguished from the group of non GOC in items of "Time of waking up and going to 

bed"， "Number of brothers and sisters"， and “Relationship of neighborhood children'¥The children of GOC show-

ed a tendency to sit up later， to get up earlier and to have less number of brothers and sisters and have less frequen-

cy to play with neighborhood children than the children of non GOC 

4) From these findings， it was suggested that parent child relationship and liberal playing was significant to 

mental development of children， and it was necessary that people， personally， socially understand and support to 

give liberal playing to the children of GOc. 
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共働きに関する衛生学的研究

一一本人及び配偶者への影響一一

山本雅子

広島大学医学部産科婦人科学教室 (UT::藤原 I完投綬)

広島大学医学部衛生学教主 ( l=:任 奥川久徳教段)

受fJ 'V'皮 1 11 11 )J 10 11 

・'11'1' '1;吠 1 11 12 )J 20 11 

広島県下81 事業場の就業 rけ及びその配偶名を対象として CJ~ 施された質問紙による J司丘2 ， 762人分

の結果につき，妻の就業形態 (A群-妻が常勤の共働き， B昨:妻が常勤以外の共働き， C昨 占

が専業と婦)によって男 1;:名3併に分類し，仕 'J下やl¥j円の状況の相違や枝ヴ"jの限度などを検討 l

以下の結果を得た

1 )臼覚的疲労症状からみた技労は，男では，休 Ilrm後とも 3群日IJに中Ili主はlitめられなかった

}j， !J:では，休日前の訴え本はA.B群はC昨と比ベイ1立にl官Iかった 休日後の訴えよrでは， A

群と C昨問には相違ヵ、指摘できなかったが， Bl洋はC昨より有立に訴え本か，::，かった

2 ) 精神的健康度のJ~度とされる UPI 訴え数は，男 31洋Ifりの抗jj皇は認められなか った kのA

B群はC群と比べ有志に訴え数が高か った

3 )生活や仕事の状況からみると，妻の就労は)(に対しての影響は小さ l，jJ¥bcに対してはL、く

つかの項 f1で悪影響が桁摘された

kではA.B群はC群と比べ， n由時間が少ない，制神的・肉体的技労感カ‘ある， I~I.ぶ H年刻か ' 1 1

L、，休養睡眠が十分でないなどの傾向があ った C併は，朝jの活動を卜分にする，充'tしてL、る.

;~~しい毎日であるなどの傾向があ った

4) A . B群には， C群に比べて 6-1"以 Fの|寸J!rの fが少なし、にもかかわらず， 子防峰神 ・検1;舎

を受けーさせる， 子どものfT・J;.に参加する，rどもカ

えたJ布4号-が多い傾向があつた

5 )立性が職業を持つことに対する怠識については， 9J!J:とも， A昨には ./Ui往来をJTつ)jか上

いとする者の割合がB.C釘ーよりも多く， C 昨には職業を持たない)jカ、よい，*i;帰後は持たない)j

がよいなどと答えた者の割介がA.B群と比べ多かった

6 )数量化理論第 日矩をJIl¥，、て検討した結*では， 3群のうちいずれカー 2町l1¥jの'j:IJ7}IJ的11'本はりj

71. 6~77. 6%， !;(80. 2 ~~85. 8%であり，男より kの判別が良好であ った i'!J7}IJに閃辿すると汚えら

れる上位項 f1は， [どものむ無・状況，配達物の受取， !J:t'tが職業を持つことに川する立識なと て

あった男女L、ずれの分析におし、ても，疲労のタイプや(1覚的疲労佐状みえ数の多少などの明日は，

'I:IJ別に関連する項 f1として上位に上がってこ なヵ、った

7)以上により，)1が就業することに伴う家'H. Ti ~I~ などのれ机は， -))的に})-にjJ./)、 ってレる

ことが推察された この二とは，第 i 報で・指摘した共働き併の幼児のm~IIJ j't)tρ ・良好て なヵ、 ったJ41

閃と関連があると推察された

女性の就業率の増加と共に，出産後も仕事を杭ける共働きが明加しつつあるj見イ1:におL、て ， rw 
への影響を防ぐためには， t112、に個人的-社会的対応策の検討 と'JJrと/J.，記、企てあると 15祭主れた

Key words 共働き， (1覚的疲労， UPI校在，'k(li~)~配

231 

v.，-性の就業率の増加とともに共働き家出が用加して いる状J兄6.10.1' . 18. 2 1 の / 1 1 で，共働 き による家朕への ~;}~
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響を検討することは，重要な課題であると考えられる

詩書は，共働きによる幼児への影響につL、て検討し，

幼児の精神発達に影響を及ぼしていることを指摘し

た25

現代労働者の疲労は精神的疲労傾向があり，仕事だ

けでなく休卜!の生活や円頃の生活状況の改善が望まれ

ている1214，22，23 が，共働きをしている夫婦の精神的

披ヴjや良好でない生活状況などが幼児に対し悪影響を

及ぼす原悶となってし、るとも推察される

本報では，広島県下中小企業労働者およびその配偶

おを対象に実施した，休日前後 2FI問の生活状況調査

や円覚的疲労症状調査14 から，妻の就業形態別の検

討を行い，共働きによる本人および、配偶者への影響に

つして考察した

方 法

1. 対象者

広島県下 5地区で協力の得られた中小企業81事業所

の就労丹及びその配偶者を調査対象者としたが，本報

では[ul収 された3，987人分(配布数に対する回収率90

%)の・〉ち，独身者325人分を除いた3，662人分を用い

て検討を行なった

2. 調査時期

1988年11月中旬に行なった

3. 調査方法

労働お及び配偶者の休日前後の状況及びH頃の生活

条件を検討しているため，週の A連作業 Hの最後の日

(第 1 1口l調査[-1)とその後の休円明けの最初の作業日

(第 21lil調査Li)の 2円問とした 但し，第 l回調査

11が、「休の Hはその前日を第 1凶調査口とした

第 ll!.IJ調査は勤務終 f後~退社前，第 2同調査は出

勤I!与にJ己入することを原則とし， 円頃の状況について

の調査は随時記入とした〉調査禁は就労名一及び配偶者

はIriJ 'I)~ 符と L. あらかじめー通番号を付けて，本人

I[J}えび配向島川の番号を同・にし，事業所の各担巧者

が無作為11聞に配布した 配偶者間の調査禁は家に持ち

'htiらせ，記入後，本人.配偶者それぞれ封をさせいl収

した

4. 調査内容

第 1111]凋丘及び第 2凶調在は. 11ノド産業疲労研究会

の民主:による rn覚症状しらべJI9
1 30項 11及び仕事

IUlii状ot.政労感などに関する項 11(休11前の 9lJjll，

休11の状況12明 11. 休日後の状況 7項 11)であ った

また守 U七nの状況と Lて. (j，t，1人に関する項日 4.仕事

に|到する唄 116. 食'1:日に関する項日 12.活動状況に

関寸るJfIll9. 育児，家事負拘に関する争、 11S，その

表 1 調査人数及び平均年令

(金A持群動)(共が常働B勤き群以，妻外) 

C群

(32主婦)

男 人数均(人(%(f)) 563(40.8) 289(20.9) 529(38.3) 
平年令 ) 42.4 43.4 40. 7 

女 人均数(人(%(才)) 563(40.8) 289(20.9) 529(38.3) 
平年令 ) 39.8 40.6 38.0 

他の項円 19を調査した 更に，精神的健康状態をはか

るため， 60項円からなる UPI調査261を行なった

5. 解析方法

調査項日中の 3項日， r配偶者の有無Jr共働きの有

無Jr常勤か否か」の組み合わせにより ，対象者を 3

群抽出したc 即ち， r共働き夫婦であり，夫婦とも常

勤J(以下A群)r共働き夫婦であり，妻が常勤ではな

い(妻がパート，内職等)J (以下B群).r共働き夫婦

ではない(妻は専業主婦)j(以下C群)の男女別 3昨

に分け調査項円を集計した ただし，分類に月h、た 3

項円が無答の者 (900人)を除いたので実際の調査人

数は計2，762人であったc (長 1)(独身を除L、た回収

数に対し75.4%)

各項円について男女別にど検定及び t検定による

検討を 2群間毎に (A鮮と B群.A群と C群， B群と

C群)行なった

更にA群B群C群 3群のうちいずれか 2群を外的基

準とし，回答状況に有意の相違があった項日 35項円と，

性，年令.UPI訴え数，自覚的疲労症状の訴え数(休

H前後)及び疲労のタイプ(休日前後)を加え，計42

項日を説明変数として男女別に数量化理論第 H類21，31

による分析を行なった 立に関する分析の説明変数に

は月経痛，月経不順など 3項日を加えた。また女C群

との分析に関しては，仕事に関する項 116項日を除い

た

「自覚症状しらベ」については， 30項 11全体の訴え

率(以下， Tと称す)及び3症状群別訴え率271を算

出した。 3症状群別訴え率とは10項日ずつ分割した 3

症状(1 群 眠気とだるさの症状群. Il群ー注意集中

の困難の症状群， 田群-局在する身体違和感の症状

群)27 の訴え〆与を計算したものであるu 吉竹27 は，

この 3群別の訴え率の大小の11回序関係から疲労のタイ

フ。を次の 3つに分けて L、る

I群>田群 >Il群・・・ 1-dominant型「一般型」

I群 >日群>田群 ..Il -dominant型「精神作業型，

夜勤型」

田昨>1 f洋>Il群・・ ill-dominant型「肉体作業型」



山本:共働きに関する衛生学的研究 (2) 233 

UPI調査については， 60項[l中，虚構尺度 とされ

てし 、る4項円を除き集計した。

分析と処理には広島大学総合情報処理センターの

SAS20¥及び数量化理論フログラム PPSSII2.3¥を用い

本論文中では第 l回調査を「休日前J，第 2回調査

を 「休日後」とする

結 果

1. 平均年令，職種，子供の有無

3群別，平均年令を表 lに示す。夫の年令は 3群と

も40代前半，妻の年令は30代後半であっ た 男女 とも

A群とB群の年令には相違を認めなかったが，他群の

Al作

B ~i下

C{i下

男

A.B A.C B.C 
~rr ・昨 li下 ~i下 1tr"iif: 

** *** *** 

~( Oo ) 
20 40 60 80 100 

・・・ るし
亡ごコ l，ijl，l;のrなし、引jl，';の fあり

仁=コ 木 fが6寸U I"でI，ijl討のfーあり

亡二コ 本fが6ナー以上でI，ijl，l;の fあり

図 1 下供の有無

図 l ~図 7 は以下|吋係であ る

凶名側にが検定の結果を示す

件 *p<O.OOl，*叩く0.01，ベ)<0.05，(一)N. S. 

表 2

(I %群) (H%群) 田(%群) 

A群」 休上|前(夕) 27.4 20.8 16. 2 

休H後(朝) 18. 9 10. 1 10.4 

B群休日前一(夕) 26. 3 19.9 14.5 

休H後(朝) 17.4 9.6 9. 5 

C群 休円前(夕) 27.7 21. 3 13. 7 

休日後(朝) 18. 0 10. 1 9. 1 

A群 休円前(夕) 31. 3 18. 1 17.6 

休円後(朝) 18併 5 8.3 10. 7 

聞では相違を認め (p< 0.01)，男女 ともC群の年令が

若い傾向にあっ たじ

職種については，男はいすeれの群も 「技能て・生産

工程作業者， 労務作業省」が多く.fJ:A群は 「専門的

技術的職業」が多く司女B群は 「販売従事告」が 多か

った

子供の有無については各昨間に相違がみられた rf

供なしJ，r同居の子なし別居のチあ りJ.r木fーが 6，t-

以下で同居の子ありJ.r末子が6.Y以上で161尉の fあ

り」の4グルー プに分ける と，いずれの昨も 「本fが

6才以上で同居の子あり」が最も多いが，他の群に比

べて，B群では「衣子が6才以上で同附の fありjが

多く，c群では 「末子が 6才以ドで.r'i]肘J.A鮮では

「子供なし」または「同居の「がなく7J1j}，I}の fかL、る j

者が多かった (凶 1) 

2. 自覚的疲労症状，及び UPI調査の結果

休H前後のj"j覚的疲労症状の訴え本 を.k2，凶 2に

示す

休日前のTにつし、ては，り]は 3昨日Ijにffljtsはなか 3

たが，女では， c群の訴え本はA前，B併と比べて低

かった (p< 0.01) 

休日後の Tについては男女 とも休 Illiij・より低か 3

た また休日 後のTは，男では3昨日円に+lJj&はなか 3

たが ， !J;ではB併は C 昨 と 比 ベ イ1 立 に I~;J か》た

(p<O.Ol) 

3症状群別訴えよ事の順序関係からJH摘3れてL、るぬ

労のタイ プについては 休日前では[，{B {i(カ‘ 1domi-

nant型の ー般型であったが，他はすべて Ildomi-

T 
(%) 人(人数) タイプ

21. 5 560 

13. 1 557 
ートー

20.3 289 

12.2 281 
一

20.9 525 

12.4 522 

22 11111 000197089 82 1 1 1 060 1 1 146 

2 |0.59147 
2 I 0.81 

ト一一一
22.4 560 0.81 

12.5 557 
0.56 14.6 

一一十ー ←-ー一一一一一一ートーー

tι B群 休日前(タ) 29. 9 

169172 213 1ll1:l122 5 4 86 休円後(朝) 19. 7 10.9 1 11.8 14.1 1 280 

C群 休日前(タ) 22刷 4
下一←

14.2 1 12.5 ' 16.4 1 519 

休U後(朝) 16伽 6 8. 1 1 9.4 11. 4 1 499 

0.79 I 0.66 I 14.3 
0.77 

十
2 0.87 I 0.53 I 12.9 

0.71 
一ーーーーーーーーー回目Fーー一一ー

タイプ 1:I-dominant型， 2・II-dominant型
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休日及び休 は前後の状況

(休日後のT)/(休日前のT)の値によって，休日

による凶復の極度を群別にみると，女B群のIEU復がや

や十分でない傾向があった(長 2)r 

次に，訴えが多いほど精神的健康度が低いとされる

UPI調査の訴えを示す(凶 3，長 2) 男の 3群:11Jに

は相違はなかったが，女ではC群がA群及びB群と比

べ訴えが少なかった (p< 0.01) 

3. A群と B群の比較 (A群 :妻が常勤 B群:妻

がパート)

a)休日及び休 日前後の状況

休日の就寝時亥Ij及び休 日明けの起j末時刻について

図4

nantの杭同l作業・夜勤型を示した 休U後では男 B

{jf， I刀C併は IIdominant型であ ったが，他はすべ

て 1dominant型であ った 精神的疲労の度合いをぶ

すと Jされる. 日 群の訴え本の T に対する'，~Ijf，- (U群/

Tlは.男が休 I1前0.97"'1.02，休 日後0.77"'0.81，

kは休日前0.79"'0.87，休 11後は0.66"'0.77であり，

男女 とも山L、伯であった
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は，男では.A群は他の群と比べいずれも早い傾向が

あった (p<0.05)(図 4-1 ) 女では.休日前に残業

があったものが A群は30%あり， B群と比べ多 く

(p<O.Ol)，また休 日明けの起床時刻についても A群は

B群より早か った 他の休日及び休日明けの活動，充

定感などには相違が認められなかった

b) 日頃の休養睡眠，活動，仕事について

日頃の肉体的及び精神的活動，疲労感について，立
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図5 日頃の休養睡眠，妓労感について

ではA群はB群に比べ.非常に活動し ているもの..41 

常に疲れるものが多く.活動状削と披労感には対応か

認められた (凶 5-1. 2) 休長睡眠につL、ても ，

A群は B貯 と比べ充分なものが少なか った(以J:)-

3 ) 起tAくか ら就業ま での時間か 2時間以上のものは

B 群で 70%以上あり . A 昨 と 比べ~か ゥた (p < 0.05) 

家に帰っても仕事のことを考えているものや，病'，{{で

も仕事を休めないものはA昨に多か った (p<0.01) 
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図 6 /1頃の食生活，家事，1]:性が職業をもつよ

とへの立識につレて

c ) IItflのftfUfi，家 事， f(共につし、て

~n !n 、すれの昨も家肢の家 事分fH.の 有無については

30%かあると件えたが， t.rB併はA群 と比べ家族の家

事分判ヵ、ま ったくな L、と持えているものが多かった

(p<0.05) ft'I:.rr¥由ーのインスタント，冷凍食品や 11書

àUII'1 などの利川状況 (~]6 - 1 )や.家族の[刊らんな

どにつL、ては，リ}!，zとも 2併の州連はなかった

rw:に|均 Lて11']ることについては， r学校の行 ιドに

参1)11'-1るH午Iglカ‘な l'J r病気のH与に対応する時間がな

~ ， j r J'I山県11>1.や検みのRij[Hjがな L、」と答えたものが

LιBiifと1tべ!，z'Af.rか多かった(凶 7) 

けの1'1111H.Jrr~ については IJj では tllj皇がなかった

が 1;:ては rttl、lまたは「 ・時間本li情j と干与えたも

のb‘Aiiiて'48.8%あり H昨より多か 3た(凶 6-2) 

リJLは， r J也.r.9Xのfr 'J~によく参加する のはA昨で

40%U1.九り B 併とJtベミむか 3た

4. A群及びB群と， c群の比較 (A . B群:妻が

(00) 

45・
(ー)

(一)
11'1明

30 

15 

o 
(00) 

45 

30 

15 

O 

1は1f4 嗣l2l年L 般何rの「 行が 身I的官先i本向 i的仲I先而f主j 連知自f的作Ej l l 係組l期f 主人 収つlこ
ぁ 喜 係1!Tl い

る 九 'iin: ii 1(li (.:: (.::て
が!必検J会 につつ

イl 町 2副会t に ついい
の 11.干 の つ'結1l1fili -いてて

xl fliHil 応Hk HF if l L、 てが)て
でなのに

同い 対h昨11t11 、 つ
つ yうJ，j-; 、

たこ なじi ア- 口 A~咋
と が 図 B~作
(ま ~: ~ Cl伴
な L 、
L 、

図 7 子供に関して困ること (χ2の検定の結果)

常勤 ・妻か‘パート， c群:妻が専業主婦)

a)休H及び休r1前後の状況にっし、て

男では， C鮮はA.B群に比べ休日 11'家事で忙しか

った ものが多か った (p< 0.05) 休日明けの朝食隈取

についてはA.B昨はC群 と比べ充分に食べているも

のが多かった (p<0.05)

1;:では， A.B群はC併に比べ休日前の肉体的活動，

精神的活動をしたものカ、多く (p<O.OOl)，疲労感も中

将度以上のものが多かった (p<O.OI) 休 11前 一けが

裂しかったかどうかでは， c群が楽しカか、つたと符えた

ものが多カか、つた (ωp<O.ο001) 休口{後麦刺のt柄丙動でで、は，家

1事玉をJ非ド常にしたもの'朝のtfi1VJが充実していたと答え

たものカ火、すれも C併はA.B群に比べ多かった(以1

4 -2， 3) 休 11後朝の疲労感については， c群は

A.B鮮に比べ，枝労感、がないと答えたものが多かっ

た (p<O.OOl)

b) II頃の休養睡眠，活動，仕事について
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女では， A. B群はC群に比べ肉体的あるいは精神

的活動が多く (p<O.OOl)，肉体的あるし、は精神的疲労

感が強いものが多か った(図 5--1， 2) 

c) 日頃の食生活，家事，子供について

食生活については男女ともインスタント食品の利用

や野菜料理，家族の団らんなどについては相違がなか

った(図 6- 1)む家事分担では，男 A.B群は C鮮

に比べ家事分担がある と 答えたものが多か った

(p < 0.05)。 また男女とも A.B群が C群に比べ「配

達物の受取に困る」と答えた ものが多か った(図 6-

3 )内

女では日頃家族と心が通じているかではC群はA

B群に比べ家族と心が通じていると答えたものが多か

った(図 6- 4 )~ 

一 日の自由時間では，男には相違がなか ったが，女

A.B群とも C群と顕著な相違があり，女C群は自由

な時聞が多い傾向があった(図 6-2)0女では，チ

(共について困 ったことがないと答えたものがC群はA

B群に比べ多か った(図 7)

女性が職業を持つことに対する意識は，男女とも C

群はA.B群と顕著な相違があり， I少なくとも 出産，

育児期以後は職業を持たないんーがよい」と答えたのは

C群が多かった (男55%，!;(40%) (図 6-5)。また

「働きながら出産育児する k性に対する一般社会の支

援体制は十分か」について !;(C群は「どちらともい

えなL、」と答えたものが多く ，A. B群と相違があ っ

た

5. A群と c群の比較 (A群:妻が常勤， c群 :妻

が専業主婦)

前述のA群及びB群と C群の比較で述べた点以外の

A群と C群の相違点を以下に記す。

a) 休日および休日前後の状況

休日明けの起床時刻につレてはA群はC群に比べ早

ヵ、った。

b) 日頃の休養睡眠，活動，仕事について

男では， C群に比べA群が日頃の肉体的活動が多く，

疲労感が強く，年次有給休暇はA群はC群に比べ，望

み通りとれる傾向にあ った (p< 0.05) 女では， A群

はC群に比べ運動不足である (p< 0.05)，休養睡眠が

不ト分，疲れやすい (p< 0.01)，受診することが多L、

(p < 0.05) と答えているものが多かった C群はA併

に比べ「楽しい毎日である」と答えたものが多か った

(p<0.05)c 

c) 日頃の食生活，家事，チ供につL、て

家族，配偶者と心が通じているかという質問では，

男女とも C群が 「非常に心が通じている」と符えたも

のが多かった(凶 6-4) I;..-A昨では，家族の家事

分担のあるものが女C群と比べ多く (p< 0.001)， C 鮮

は家事に自信のあるものが A群 よ り 多 か づた

(p<0.05) 

近所付き合レについては， !;(C計二は「近所付き介い

をよくする」ものがA群と比べ多か った (p< 0.01)、

子供に関して困ることでは， I病気の時の対応、の時

間がなレJI予防摂取や検診の時聞がなL、JI子供の行

事への対応の時聞がなL、」と答えた ものはA群がC群

に比べ多か った(凶7)

「働く女性に対する地域社会， -jIj{}:社会の支援」に

ついては，男女とも A群が「あるJIなL、」ともに C

群と比べ多か った (p< 0.05) 

6. B群と C群の比較 (B群:妻がパー ト.c群:

妻が専業主婦)

前述のA群及びB群と C群の比較で述べた点以外の

B群と C群の相違点を以下に記す

男ではB群がC群に比べ休日前の波労感は強L、もの

が多く (p<0.05)，休日中の肉体活動は少なか 》た

(p < 0.01)。 女C群は B群に比べ，休 11'11紫 1レ，充

実して L、たと答えた ものが多か 3た (p<0.05)

7. 数量化理論第E類による分析の結果

A群，B群， C昨の分知のfllj皇と休 11前後や 11l:Jiの

生活状況との関連性を検討するため，数日1l二FE，耳目指 U

類による分析を試みた分析の結決から州|対比/えび

ノーマライズ、ドスコア(以 ド スコア)の、|λ均 fI~l及び ミ

ニマックス判別的中本をぷす(長 3) llj lJlJ (ドJr11本は，

男より女で高か った 凶 8にスコアの合成ff}.，l.¥のJa数

分布を示す スコアの range(以ド.レンジ) )!J..びf1，J

表 3 数日化JfH.~f1ÌimII知の結果

llj~1j的 rl'午
相関比I'-'JIJ'(%J ヨIN

AqiL l 781 199 

5.26 

225 1 71. 57 1189 1-3.98 5.10 

6.00 
75.17 

801-4.18 6.30 

|1891201 11.44 
77.64 

11.98 

366 3. 12 5. 72 

- 7.62 6.82 

89 5.66 6.32 

78 - 7.93 6.33 

[186 叱日
2~ -10.221 13.11 
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図 8 ノーマライズドスコアの合成得点の群別度数分布

ヰ[!関係数から総fT的に科群間の'I:IJ日IJに関連する項 11を

選んた |ー位10位までの項 11を長 4に，またその項 f1

のスコアを凶 9'"14にぷす

a ) A鮮と B併の比較 (凶 9，10) 

切につL、てA群とB群の判別に関連する項 IJについ

ては. r年令 1r地域の行事によ く参加するかJ1-起床

1!，lf刻Jr起jよから就業ま での時間 1rインスタント食品

のヂIJJtJ Jであった

りjA 群に関連の咋~l、カテゴリーは「年令は39才まで」

「地域の(i'Ji-によ く参加するJr起床時刻は 6B、千平ま

でJr!起l木刀、ら就業ま では 2fI寺間去満Jrインスタント

fUI~1 はヂiJ川しな L 、Jr睡l眠時間は 8時間以上」などで

あづた

(，l.'Iこっして.Aii'FとBtf干の 1:IJ~1jに関連寸る噴 I1 に つ

いては， r起!よか ら就業ま での時間Jr年次イi給休暇が

(01:1) 
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望み通り とれるJr起床時刻Jrー日の自由時間Jr IJ 
頃精神的に疲れるか」などであ った

/x A群に関連の大きいカテゴリーは， r起床から就

業ま では 2時間米満Jr年次千j給休暇が望みど うりと

れるJr起床時刻は 6時までJrー けの(j山H寺間はない」

「日頃精神的に疲れるJr子供はなL、Jr末子が 6才以

下で同居の子あり 」などであった

以上より ，A群とB群の判別に関連する項日にあげ

られたのは，男は，年令，地域行事，及び朝の'F.i日時

間の相違であった 女で、は朝の生活時間の違L、，時間

的な余栴の有無，精神的疲労の有無，千T給休暇がとれ

るかどうかなどであった

bl AI洋とC群の比較 (凶11， 12) 

男kとも上位はほぼ同 じ項 11が上が って:おり， 子供

のイf無，配達物の受取， [，z-t'J::が職業を持つことの怠識
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判別に関連する項n順位表 4

Wf' 

[-(共の有無

口町1配達物の受取に|村る

女性が職業を持つことの立識

休日後，朝日覚的疲労佐状

今朝家事した

ト伺判御飯を食ベた

11可If動きなカ‘らIUJ辛fiV~-1 る女

性への舟~Zfj・1?の 文民

守司令

H 頃 l土J(.本 (I~) に 1J反れる

日頃家族で家事分判か決ま 〉て

いる

男男B群医

口

δ

n

y

Q
d

男C群

女性が職業を持つことの立識

子供の有無

日頃配達物の受取に困る

H頃肉体的に疲れる

年令

昨夜の睡眠時間

円頃近所付き合いをよくする

日頃地域の行事によく参加する

UPI 

年次有給休暇が唱み通りとれる

~ 1頃働 きながら山産育児する女

性への 一般社会の支援

対男A群
川田
川立

年令 川

H頃地域の行事によ く参加する I2 

起床時刻 I 3 

円頃起床から就業までの時間 4 

日頃のインスタント食!日の利用 I5 

の有無 I 6 

睡眠時間 I 6 

日頃肉体的活動を してし、る 1 6 

日頃働きながら出産育児するよて I9 

性への一般社会の月ー解 I 10 
9 )十道通勤時間 i 10 
9 日頃運動不足である | 

9 年次有給休暇が望み通りとれる|

男B群対男A昨国
位

I
h
-
-

q
U

4
4
「

D

F
O

勺

i

Q

U

会C前

配達物の受取に I~q る

[-(Jr，の fi1~f，

tI:刊:が職業を持つことの江d品

受診することカ‘~い

11のi'l111H年Il~

11句'ml神(11，)(，円動を LてL‘る

朝の rl~ :fi山は充 ' J~ LてL、土

日町11土J{.1，(IZ)にお主hる

r 11:J1肉体(IZj{円!日りを l( いる

11ヒfi家峡で家 ・J，・'Jj'1111/)たま 》て

しる

tJ:Bf，Y 目
立

1

2

3

4

5

6

7

8

9

叩

女C群

一rlのI"lrJI時|尚

子供の有無

配達物の受取に|村る

女性が職業を持つことの立識

11頃精神的活動をしている

休日明けーの起床時間

円頃肉体的に疲れる

11頃精神的に疲れる

rl 頃働きながら山序:育児する k

f'l:への'般社会の主援

11頃近所付き合いをよくする
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2 年次有給休暇が望み通りとれる

2 休日明けの起床時刻

4 -Liの白山時間

5 Fl頃精神的に疲れる

6 rl頃家族で家事:分担1が決まって

いる

子供の有無

片道通勤時間

休 U後，朝円覚的疲労症状

女性が職業を持つことの怠識

家に帰っても仕事のことを考え

てL、る

t.z-B群対女A群

6

8

9

m

叩

「同IL1}の fなし， 日IJI/;-の fーあ りJr 円山土物の受 ll，<. fこ H~

るJ1 tl:11j::は -'t職業を持つベ主Jであっ t: さらに

91B昨に関連するカテゴリーは， r休 11後 (1問)の佐

労のタイプは 1dominantJなどてあり ，ま fたニl;:!3i灯庁
に閃;辿主するカテコゴゴ‘0‘リ一 は I 1什|七凶JUI -勺-'I~市，'1

か4多乙L 、J 1 1 fI σの〉川nハl山I1B時寺|間;行川;り!は 11甘t干引刊u川;日川lリJ~木〈斗~(j:訓!出A奇i川Jr 1什|句可凶'[凶I品打仏!Jん11rわ川神tJ司叩1¥中|ド1(/作的lド内円サj 

j爪吊動をして L、る JI1矧の1川円助はブ充ビ，)工;して¥， .なL、lなと
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察

男1;:1((川機会Y.>)咋法11.1721 が砕人され， II{{拘14011

代以降イi配偶計の 1;:[-札柔不カ‘片l< JfJ }JII 1_ 6.10.18， 

結l婚後も， さらにII¥Vf後もl動きあ"c，tる1;:.1'1jJ ・~くな，

ている総即府のfr -)た r ~， rl 人にはlする丘，ti~，J，Hi J ('72 

考

などの項rlであ った

A群に関連が大きいカテゴリーは，男(;:.-とも共通し

て， 1 (;:.-性は-'[-職業を持つべきJ11611苫の fーなし，日Ij

ltiの子あり J1配達物の受取りにー非常に閑るJ1 r1 tfI肉

体的に妓れる」などであ った

更に， I;:A群に関連の人ーき L、カテゴリーは 11 1]の

tl山時間は l時間未満J1起床時刻jは 6H.'f下ま で J1 r1 

頃精神的な活動をしているJ1肉体的に疲れる J1精神

的に疲れる」などであ った

c) B群と C群の比較(凶13，14) 

B群 とC群では，男女とも上位ほぼ問し項 11があカ通

ってお り， [-供の有無.配達物の受取り 1;:性が職業

を持つことに対する，~識などであ った

Bnに関連するカテゴリーは，男女とも共通して，
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年 '79年) 21 によると， '79年では「結婚するまで職

業を持つ万がよいJ(11%) は'72年と比べ減り，逆に

「子供ができてもずっと職業を続ける万がよ L、」は20

%と増加していることから，女性の職業に対する臼立

型，E向はさらに強まると考えられる

しかし，本調丘結果から妻の就業形態別にみた fど

もの有無・状況では，各群の特徴は，妻が常勤である

昨 (A群)は「子どもがないJ1別居の下どもがある」

ものが多く.妻がパートである群 (B群)は「末 fが

6--f以上で同居の子あり J，!1が専業主婦である群 (C

昨)では「末 fが 6..t以下で同居の子あり」である者

か多かった この結果からみると ，下育てが終わる頃

になって，M:は勤めをしているものが多L、のが現状て

あると 推察 される 「労 働).1調査J(総用府統計

fnJ) 10. 18 によっても‘ k性では有配遇の就業率は40歳

代が最も高い結果となっている

一万，女性が職業を持つことに対する意識について

は，男tx各群をi困じ， 1 H~産・育児期以後に職業を持

つ)jがよい」と答えた暑が約半数てあり ，わが国の現

状では育児期の女性が職業を持つことの同難性を反映

しているように忠われる 総用府の調査21 の中でも，

'72年， '79年ともに 1(-供ができたら職業をやめ，大

きくなったら再び職業を持つ万がよ L、」と約40%が答

えて同様の結果を示している

しかし，本調査では妻が常勤である群は男 kとも，

l!.r性はー生臓業を持つJiがよ L、」と?与えた者の書IJ(t 

が他の 2昨よりも多 く，t手が専業I三婦昨は 1[，(性は職

業を持たない)jtJ';よL、J1結婚後は.j.}:たない}jがよ L、」

などと答えた呂の割合が他の 2群と比べ多く，各1汗い

ずれも円鮮の就業形態の現状をある程度行定してL、る

と:考えられた

n覚的疲労症状の訴え本については，たでは休 rl前

後とも 3計二日Ijに相違は認められなかったが，妻の休日

前訴え本は共働き 2群が専業主婦群と比べ有志に，1;h 

く，f木円後訴えよ容では，パート勤務昨は専業主婦制ーよ

り臼昔、に訴え本が高かった 大竹9.15 や棚橋24 の報

作ても，専業主企庁;と比べ常勤で働く#の訴え本はrnJく，

IriJ様の結果といえた

また，精神的健康度の尺度とされる UPI訴え数に

つレても，夫 3昨別での相違は認められなかったか，

JJの共働き2併では専業主婦鮮と比べ訴え数ヵ、千1¥むに

，~:;か った

一方，生活や仕 事の状況か らみた 3昨日Ijの相違にっ

して，まず夫につL、ては，配達物の受，-r取り，起床時

刻.近所付き fTいや地域の行令ーの参加状況など， 11の

就業形態に伴う項日で相違かあったE しかし，その他

の項11については 3計聞に皆l¥.、相違が認められす.

数世化FIl論をJ.TjL、た分析結果からも群間の判日IJ的中本

は低かった 夫の 3昨間の判別に関連する卜.(¥j-.項 11も

妻の就労形態lこ(下う十11違が予想される項けであ、た

妻の就業形態が相違するにも閲らず，自 FJ1日、子fl円ゃ食'L

活状況(インスタン卜食品のm取状況，野菜・肉類の

照取状況など)， Ilt読の休養|睡眠や精神的・肉体的活

動状況などに相違が認められなかったことからも.ま

た白覚的疲労症状からみた疲労や UPI調主結架から

も.Mの就業形態の相違による影響が夫に対しては小

さいことが窺えた

次に，妻については，生活や仕・hの状況のうち， た

の 3昨別で桐j童がみられた噴 11以外にも多くのJJ{11て

3群別の相違が認められた 共働き 2 昨は ~Il '!R 1二ItITI斤

と比べ. 11由時|聞が少なレ.M神的 -肉体的地労感が

ある，起床時刻が早L、司(木建|峰限か 十分でない.また'

「どもに関する行'Jド4に芯対I応するH、?間や r七どもカカ.¥寸、
のI付J吃応、の時間カがL少なLい、などの(傾出刷|戸向合句lカか‘あ〆つ》たL - h. ry 

業主婦計は，朝のj円動が|づ〉てー充't感があり. to:llの

生活に業しみカ・あり，家族11円て心が.il.fiじて L、るなとの

傾向があった これらの頃 11の巾のい くつかは枇来形

態に作・〉吋黙の結県ともいえたか， 1.皮切・出や「ともの

ための時間が少なレことによる fどもへの1;杉千平均・懸念

さhた ;存訴は第 l縄て， rrf，j$IlIJ‘)1.;1到jきであるyJ)~，~の

柏作11発達がJド比例き町:と比べ良好でなレと L、う指

摘25 をしたか司をの!点 I)~ の-っとして， {;HJ!.に刈ず

るi'ti1l.か幼児への刈比;に影持していること ρ‘宅えられ

る 11の 3併の'l'ljlJljに関する数日化PJ.!.，論の市人民カ‘らも，

Jtl動き 2昨と咋業 L耐灯は，'::jL 、 l lJ 日Ij的中 .{~C 'l'1]7J1j .~ 

れ， また'1:1]別に閃.i'1::-fる u、k引 けカ・共働2-2併て )1，j泊
しており，共働き 2 町は精神的桜労や{本長Ihfi IlK/; ィ、 Jr~

している， ，'j IIIH与11りか無L、などρJ削!荷主ht::.

午前時間に関するJ司在結県1.5.7.8.16 tJ‘らも， rlf;{" I 

婦と比べ司 l動く[，(j!1ーの家事II")11午11りや什会的参加!日与Il¥Jが

少なく， [']r41時間が?卵、レことなどか桁摘主れず L、る

なお，常勤で l~助くd/とパートて働く与とのよヒ'IÎ~ ては，

ノ、ートて|動く#は休暇カ‘守!みJlUり取れない，休日後の

n覚的政労{!E状rJFぇρ、多いなど，ハー卜'万lflJのlliHW点

も指摘されたr パー トヴ;倒jはi'f児Wlを終えた[，d'Lの

r1}就職の場として， 1，判.'fに!((I (llIJもF軒な労働)Jとし

て!炉川し坊いため，パートて1動く人 11カ，W/})IIしつつあ

る現状4.18 におL、て ， r({~川条 fl の己主持カ‘守!まれた

以上により. b-ん・札業する二とに{・ドワ家'Jf. ff児な

どのfl判ーが， -}j(("こt1カ‘カ‘~ているニとカ引i:24され，

また，，;::)長 l. !t~.と比べMþþ(jり・肉体的1，主労カ‘大差く.体

長ITliftKの不足してレるニとルイ行摘されたr ニのことは，
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第1*で指摘した共働き併の幼児の精神発達ヵ1良好で

なかった原閃と関連があると考えられる k性の就業

本の増加と共に，出産後も仕事を続け-る共働きが噌加

しつつある現在において，子供への影響を防ぐために，

早2に間人的・社会的対応策の検討と実行とが必要だ

と考察主れた
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A survey by questionnaire was conducted for all laborers in 81 enterprises in Hiroshima prefecture and 

their wives, in total 2726 persons. All respondents were classified into 3 groups of men and women accor

ding to the working type of wives, i. e. Group A: gainfully occupied couples with full time worker of wives , 

Group B: gainfully occupied couples without full time worker of wives and Group C: non gainfully occupied 

couples with their housewives. The following results were obtained according to examine the difference of 

working or life condition and the degree of fatigue in each groups. 

In male, there is no differences in 3 groups for the number of complaints of subjective fatigue symptoms, 

the number of complaints of UPI and the condition of life or work. 

In female, it was higher in group A or B than in group C on the ratio of complaints of subjective fatigue 

symptoms before holiday and the number of complaints UPI. In group A or B, there was also undersirable in

fluence on the condition of life or work on some subjects. It was supposed that the responsibility for 

childcare was less in group A than the other group according to the condition of their children. Nevertheless , 

there were many person who complained of corresponding to their children. 

On the other hand, in the analysis of Quantification Theory II , it was supposed that high ranking items 

relevant to the discrimination was derived from the difference of the condition of chidren and the working 

style of wives. 

From the above- mentioned observations, it was considered that working of wives was no influence on 

their husband, but obligation of wives was increased. Furthermore, it was considered that , in families with in

fants, working of wives gave undersirable influences to the mental development of their children as indicated 

in previous report. 




